


























　[Purpose] In pursuit of constructing a recurrent education system that can re-educate as needed women seeking 
reinstatement at work, we must make clear the present state and issues of the recurrent education program aimed 
at returning women to the workplace. [Method] Researchers selected 78 women's universities countrywide which 
hold recurrent educational programs targeting women（with the main goal of supporting a return to work）and 
examined each school’s literature and website, as well as conducted interviews with the schools via telephone. 
An attempt was made to typify existing programs and consider issues surrounding them based on those 
results. [Results] A variety of program types were being implemented at the targeted schools, including:（１）
programs for obtaining new qualifications,（２）support programs for re-employment and entrepreneurship,
（３）programs offering reeducation for holders of qualifications, and（４）programs for self-development via 
seminars. [Conclusion] While a variety of programs were being carried out, there were a number of apparent 
problems, such as the need for continuing support after recurrent education, expense issues, and an imbalance 
in the areas where the programs were being implemented. Women's universities should actively work to support 
women's careers throughout their lives.
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Ｇ大学 女性のみ Ｇ大学キャリアカレッジ 20,000円 60,000円～200,000円
※コース：ビジネスベーシックコース、マネジメントステップコー
ス、エグゼクティブ共創コース、起業家＆新規事業企画者コース
Ｉ大学 女性のみ Ｉ大学エンパワーメント・センター講座 － 無料～3,000円（単発）
※ワークショップ、対話会、個別のキャリアカウンセリング等を実
施（年間15回）
Ｊ大学 女性のみ 教育・学習支援プログラム（e-Learning） － 無料
※臨床を離れた女性医師の復職支援、現役の女性医師の離職防止が
目的
Ｊ大学 女性のみ 女性医師　再研修–復職プロジェクト － 5,000円（白衣、職員証準備費用） ※主催：女性医療人キャリア形成センター 女性医師再研修部門
Ｊ大学 女性のみ 一般内科プロジェクト － 5,000円（白衣、職員証準備費用） ※主催：女性医療人キャリア形成センター 女性医師再研修部門
Ｋ大学 女性のみ リカレント教育課程 20,000円 年間240,000円
※女性のための再就職支援プログラム、応募資格：４年制大学を卒
業し、就業経験のある女性　※「職業実践力育成プログラム」（BP）
Ｍ大学 女性のみ 女性ビジネスリーダー育成塾：徽音塾 －



























Ｃ大学 限定無し 管理栄養士試験対策講座 － 講習会３日間15,000円、模試
Ｃ大学 限定無し 夏期保育大学 － 一般5,000円（卒業生4,000円）
Ｃ大学 限定無し 免許法認定公開講座 － １科目20,000円 ※幼稚園、小学校、中学校、栄養教諭、特別支援学校教諭







Ｌ大学 女性のみ Ｌ大学リカレント教育プログラム － 無料
※卒業生対象　※特別支援教育プログラム、養護教諭対象プログラ
ム
Ｑ大学 限定無し 幼児教育リカレント講座（12回講座） － １回　1,000円 ※資格取得者を主な対象としている












Ｃ大学 限定無し Ｃ大学通信教育部（修士課程、博士課程） 220,000円




Ｃ大学 限定無し 司書、司書補講習 －
司書：全科目受講150,000円、司書補：
全科目受講100,000円





Ｋ大学 女性のみ Ｋ大学通信教育課程（学部） 30,000円 正課生：４年間合計 600,000円 ※学士の学位取得
Ｋ大学 女性のみ Ｋ大学通信教育課程（修士課程） 200,000円
正 課 生：（ 修 士 課 程 ） ２ 年 間 合 計　
1,360,000円
※修士の学位取得
Ｑ大学 限定無し Ｑ大学通信教育部 30,000円 正課生：４年間合計 670,000円 ※学士の学位取得
Ｒ大学 限定無し 資格対策講座 3,000円 17,600円～82,280円
※FP、国内添乗員、簿記、サービス接遇検定等の講座を開講　※
講座の回数は３回～36回で、幅が有る。
Ｕ大学 限定無し 旅程管理主任者研修講座 －




Ⅳ啓発・講演会型Ａ大学 限定無し 保育学科リカレント講座 － 無料 ※単発の講演会





Ｎ大学 女性のみ 女性みらい研究センター講座 － 無料～5,000円程度
※離職中、就労中といった状況を限定せず、自分らしく輝く「みら
い」をつくりたい女性を対象とした講座を展開している。
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